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日本イーライリリー株式会社と大阪府との
認知症及びMCI（軽度認知障がい）の普及啓発等に係る連携・協力に関する協定の締結について


日本イーライリリー株式会社と大阪府は、令和８年10月16日、認知症及びMCI（軽度認知障がい）の普及啓発等に係る連携・協力に関する協定を締結しました。
本協定は、共生社会の実現を推進するための認知症基本法（令和５年法律第65号）の基本理念に基づき、相互に連携・協力し、認知症及びMCIの正しい知識の普及啓発に関すること、認知症の予防に関する啓発及び知識の普及に関すること等の連携・協力を通じて、府民の認知症及びMCIに関する正しい理解の促進及び科学的知見に基づく認知症の予防に係る知識の向上を図ることを目的とするものです。
日本イーライリリー株式会社と大阪府は、このたびの協定により、連携・協力を促進し、府民が安心して暮らすことができる地域づくりに向けた取組みの強化を図ってまいります。(詳細は別紙参照)


【別紙】

日本イーライリリー株式会社と大阪府の連携・協力による今後の主な取組み


· 認知症及びMCIの正しい知識の普及啓発に関すること（協定第2条第1項第1号関係）
・「新しい認知症観」に立った認知症及びMCIに関する正しい知識・理解の府民等への普及に向けた情報発信（例：専門家による講演会・セミナー等の実施等）
・府民及び支援者の認知症及びMCIへの理解促進を目的とした普及啓発資材の提供並びに周知
 

· 認知症の予防に関する啓発及び知識の普及に関すること（協定第2条第1項第2号関係）
・認知症及びMCIの予防並びに早期の気づきや専門家への相談の重要性に関する普及啓発
・認知症及びMCIに関する科学的知見や調査・研究結果等の情報提供及び共有
・認知症の早期気づきや専門家への相談につながる取組みに関する情報共有


· その他、認知症施策の推進に関する協力（協定第2条第1項第3号関係）
上記に加え、大阪府が行う認知症施策のうち両者が同意する取組みに協力し、認知症の人やその家族の意見も踏まえながら、府民が安心して暮らすことができる共生社会づくりに向けた取組みの強化を図ります。
また、官民連携による、大阪府の認知症と共生する社会づくりの取組みの成果や成功事例について、適切な機会を捉え広く発信し、全国・世界の認知症と共生する社会づくりに寄与します。
　
